
  

No. 046 

 

2024年 

5月 07日 

ＪＲ東日本輸送サービス労働組合八王子地方本部三多摩支部情報 News from JTSU-E San-tama Branch 

２０２４年１～３月期のインバウンド 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本政府観光局（JNTO）は訪日客数を以下のように発表しています。 

２０２４年１月 
（２月２１日発表） 

２６８万８１００人 
・コロナ前の２０１９年１月とほぼ同水準。

さらに能登半島地震の発生で中国・台湾な

どから旅行キャンセルが相次ぐ中で！ 
２０２４年２月 
（３月１９日時点） 

２７８万８０００人 
・２月としては過去最高 

２０２４年３月 
（４月１７日発表） 

３０８万１６００人 
・統計を取り始めた１９６４年以降、初の 

３００万人超え。 

・２０１９年３月を１１．６％上回る。 
 観光庁が４月１７日に発表した２４年１～３月期の旅行消費額（速報値）

は１兆７５０５億円で、四半期ベースで過去最高となりました。円安や物価

上昇などの影響で伸びたとされます。１人当たりの旅行支出は１９年同期比

４１．６％増の２０万８７６０円です。 

解説では、重要なのは「旅行客数より使ったお金」、インバウンド消費額を

増やすためには、いたずらに観光客数を追わず、「観光の付加価値向上を目指

す戦略が欠かせません」とされています。 

１月～３月までの職場労働者の働き度は過去最高!!  

申 36 号･37 号で求める夏期手当“補給”は必要だ!! 


